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本
市
公
益
質
屋
を
左
記
に
移
転
し
一

月
十
二
日
よ
り
営
業
を
継
続
し
て
お

り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す

十
日
町
市
樋
口
町
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繊
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売
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隣
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959年1すましたいりお祈を康健ご皆様の

年
の
始
め
に

市
長

h
あ

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
十
日
町
市
勢
の
発
展
と
市
民

の
み
な
さ
ま
の
ご
多
幸
を
心
か
ら
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
本
年
は
全
国
民
待
望
の
皇
太
子
殿

下
御
成
婚
の
儀
が
執
り
行
わ
れ
る
、

お
め
で
た
い
年
で
あ
り
、
ま
た
経
済

回
復
の
見
通
し
も
明
る
い
よ
う
で

す
．

　
わ
が
十
日
町
市
は
、
新
市
建
設
五

ヵ
年
計
画
の
第
一
年
度
に
力
強
く
第

一
歩
を
踏
み
出
す
、
希
望
に
満
ち
た

明
る
い
年
歪
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
よ
ろ
こ
び
重
な
る
昭

和
三
十
四
年
の
新
春
を
、
み
な
さ
ま

と
＼
も
に
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す

こ
と
を
心
か
ら
う
れ
し
く
存
じ
ま

す
。

　
昨
年
は
、
た
び
重
な
る
台
風
禍
と

悪
天
候
に
わ
ざ
わ
い
さ
れ
な
が
ら
も

農家の

み
な
さ
ま
の
ご
努
力
と
、
関

係
機
関
の
δ
協
力
に
よ
っ
て
そ
の
被

害
を
最
少
限
に
く
い
止
め
、
連
続
豊

作
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

口

－
㌧
ヲ

ブ
㌢孝

一

た
、
商
工
業
の
み
な
さ
ま
に
は
、
世

界
的
経
済
の
不
況
を
反
映
し
な
が
ら

も
、
よ
く
そ
の
打
開
に
努
力
せ
ら
れ

織
物
業
界
に
あ
っ
て
は
ご
の
不
況
の

中
に
新
製
品
を
生
み
出
す
な
ど
、
研

究
と
努
力
が
続
け
ら
れ
こ
の
対
策
に

万
全
を
期
し
、
こ
と
に
織
物
会
舘
の

建
設
を
な
し
と
げ
ら
れ
た
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
、
関
係
者
各
位
に
衷
心
よ

り
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。

　
市
政
に
お
き
ま
し
て
は
、
健
全
則

政
を
堅
持
し
な
が
ら
、
教
責
弛
設
の

充
実
、
道
路
の
新
設
、
改
良
、
保
健

衛
生
施
設
の
輕
備
、
消
防
機
材
の
充

実
、
産
業
経
済
振
興
に
つ
い
て
の
林

道
開
設
、
災
害
復
旧
事
業
等
、
ま
た

上
水
道
事
業
三
ヵ
年
計
画
を
達
成
し

否
誕
の
漿
葎
め
て
ま

市
議
選
器
3
月
2
2
日

　
十
日
町
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は

　一月

十
日
午
前
十
時
委
員
会
を
招

集
、
市
議
会
議
員
の
任
期
が
来
る
這

月
三
十
日
を
も
っ
て
満
了
と
な
る
の

で
、
そ
の
一
般
選
挙
期
日
を

　
昭
和
三
十
四
年
三
月
二
十
二
日

と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

い
り
ま
し
た
。
一
方
懸
案
の
新
市
建

設
五
ヵ
年
計
画
に
着
手
い
た
し
、
よ

う
や
く
そ
の
成
案
を
み
る
に
い
た
妙

ま
し
た
こ
と
は
、
ひ
と
え
に
み
な
さ

ま
の
市
政
へ
の
δ
認
龍
と
む
協
力
の

賜
と
深
く
感
謝
い
た
し
、
よ
ろ
こ
ん

で
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
本
年
は
、
こ
の
新
市
建
設
五
ヵ
年

計
画
に
基
い
て
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
努
力
し
、
う
ち
に
健
全
財
政

を
保
持
し
な
が
ら
、
そ
と
に
建
設
、

産
業
経
済
、
保
健
衛
生
、
教
育
、
福

祉
に
諸
般
の
施
策
を
推
進
い
た
し
、

市
民
の
み
な
さ
ま
の
福
利
増
進
と
十

日
町
市
発
展
を
目
指
し
て
、
み
な
さ

ま
の
乙
期
待
に
そ
え
る
よ
う
最
醤
の

努
力
を
い
た
し
た
い
所
存
で
お
り
ま

す
。

　
こ
＼
に
、
市
民
の
み
な
さ
ま
の
よ

り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
さ
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
春
な
迎
え
て

議
長
樋
口

政
太
郎

　
市
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
δ
ざ
い
ま
す
。

　
光
陰
矢
の
如
し
と
申
し
ま
し
ょ
う

か
、
市
制
施
行
以
来
、
す
で
に
五
ヵ

年
の
才
月
が
流
れ
去
り
ま
し
た
。

A屏
当
初
、
新
市
五
ヵ
年
鐸

画
を
樹
て
ま
し
た
。
こ
れ
は
そ
れ
ぞ

れ
の
伝
統
的
な
計
画
や
、
異
っ
た
流

義
の
町
村
が
早
速
集
ま
っ
て
の
寄
合

世
帯
で
、
し
か
も
市
制
施
行
の
申
請

手
続
上
急
拠
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
関
係
か
ら
、
一
応
旧
町
村
の
財
政

規
模
や
希
望
条
件
等
を
織
り
込
み
、

且
つ
詰
め
込
ん
で
出
来
上
っ
た
よ
う

な
訳
で
あ
り
ま
す
。

　
昭
和
三
十
年
、
新
し
く
で
き
た
市

議
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
爾
来
そ
の

原
案
を
基
礎
に
致
し
ま
し
て
、
実
施

そ
の
ほ
か
こ
れ
に
と
も
な
う

①
補
充
選
挙
入
名
簿
の
調
製
現
在
期

　
日
を
昭
和
三
十
四
年
三
月
十
二
日

②同

登録申

請
期
間
同
年
三
月
士
二

日
か
ら
＋
五
日
ま
で

③
同
確
定
期
日
同
年
同
月
二
十
日

と
そ
れ
ぞ
れ
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

に
当
っ
て
は
取
捨
撰
択
に
慎
重
を
期

し
て
ま
い
っ
た
訳
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
間
市
街
地
の
急
速
な
発
展
や

環
境
の
変
化
に
即
応
し
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
皆
様
の
御
期
待
に
添
え
な

い
点
も
多
六
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
上

予
期
し
な
い
災
害
や
風
水
害
等
の
発

生
に
よ
り
、
当
初
の
努
力
も
尚
及
ば

な
い
所
も
あ
る
や
に
見
ら
れ
る
の
で

あ
り
ま
す
。

　
然
し
こ
の
四
年
間
教
育
施
設
の
充

実
、
道
路
の
新
設
改
良
、
産
業
道
路

の
開
発
、
都
市
計
画
道
路
の
着
手
、

区
画
整
理
等
、
諸
事
業
も
逐
次
達
成

さ
れ
て
来
て
お
り
ま
す
。

　
特
に
上
水
道
は
三
士
二
年
度
は
隣

接
市
街
地
に
も
給
水
の
運
び
に
至
り

ま
し
た
こ
と
は
保
健
衛
生
上
、
防
火

上
ま
乙
と
に
同
慶
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　
斯
く
し
て
一
応
市
の
態
勢
も
順
次

で
き
上
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
の
で
、

こ
＼
に
改
め
て
昭
和
三
十
四
年
度
以

降
の
新
市
建
設
五
ヵ
年
計
画
が
進
め

ら
れ
、
留
議
会
に
お
い
て
大
体
成
案

を
得
る
運
び
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
今
後
の
五
ヵ
年
計
画
で
あ

り
ま
し
て
、
教
育
、
産
業
、
土
木
、

都
市
計
画
、
社
会
福
祉
、
地
下
資
源

開
発
、
観
光
等
あ
ら
ゆ
る
諸
事
業
が

計
画
さ
れ
て
お
る
訳
で
あ
り
ま
す
。

　
愈
友
本
年
は
そ
れ
等
の
実
施
段
階

の
第
一
年
度
蓬
あ
り
、
意
義
あ
る
年

で
あ
り
ま
す
。
市
議
会
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
来
る
べ
き
予
算
市
議
会
に

撃
垂
嚢
叢
り
組

み
、
市
民
の
皆
様
の
御
期
待
に
添
え

得
る
様
最
善
の
努
力
を
増
す
所
存
で

あ
り
ま
す
。
何
卒
何
分
の
御
指
導
と

御
鞭
健
を
お
願
い
申
上
げ
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　
本
年
は
よ
り
よ
い
市
造
り
の
希
望

に
輝
く
年
、
景
気
回
復
の
明
る
い
年

と
し
て
迎
え
ま
し
ょ
う
。

　
奴
に
謹
ん
で
市
民
の
皆
様
の
御
健

康
と
産
業
の
発
展
を
御
祈
り
い
た
し

市
の
繁
栄
を
祈
願
い
た
し
ま
し
て
年

頭
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

三
十
三
万
六
千
円
。

う
ち
国
庫
補
助
は
一
億
三
千
三
百
三

十
三
万
三
千
円
、
県
補
助
が
一
千
五

百
三
十
五
万
七
千
円
、
市
費
は
二
億

四
千
六
百
十
五
万
四
千
円
、
起
債
が

九
千
八
百
万
円
、
寄
付
金
一
千
六
百

九
十
九
万
二
千
円
、
そ
の
他
一
千
二

百
五
＋
万
円
。

農
林
計
画

農
林
計
画
は
耕
地
増
反
と
畜
産
に

重
点
を
お
き
、
年
間
成
長
率
二
・
九

バ
ー
セ
ン
ト
を
と
り
、
次
の
よ
う
な

事
業
を
計
画
し
た
。

新
市
建
設
五
箇
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
画
案
内
容

“
　
新
市
五
力
年
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
第
二
十
六
号
に
お
い
て
、
そ
の
声

蘇鰻鞭薙た

曙
そ
の
黛
市
縷
審
議
会
は
｛

器
轄
講
難
蠣
霧
鍵
鍵
鷺

懇
し
肇
嚢
篶
を
霧
、
嚢
た
し
ま
す
と
、
知
蓬

懲由、

國
総
理
大
臣
に
馨
し
、
昭
和
三
＋
四
穫
か
ら
慧
鏡
㌔

一
の
一
歩
が
踏
み
だ
さ
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岬

幅
　
こ
の
計
画
案
に
つ
い
て
次
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
隔

　
　
　
総
事
業
費
五
億
二
千
万
円

　
昭
和
三
十
四
年
度
か
ら
三
十
八
年
整
理
七
地
区
三
百
四
十
ヘ
ク
タ
ー

度
ま
で
の
五
箇
年
間
の
市
予
算
に
表
ル
、
農
道
の
新
設
改
修
九
十
箇
所
五

わ
れ
る
総
事
業
費
は
五
億
二
千
二
百
万
九
千
七
百
五
十
一
米
（
ブ
ル
ト
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

ザ
使
用
）
　
そ
の
他
四
十
六
箇
所
二

万
六
百
十
八
米
、
耕
地
増
反
八
箇
所

田
百
九
十
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
畑
十
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
計
二
百
一
ヘ
ク
タ
ー
ル

②
農
産
計
画
は
施
肥
改
善

耕
種
改
善
、
特
用
作
物
増
植
（
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
、
に
ん
に
く
、
こ
ん
に
ゃ

く
、
食
用
百
合
）
、
病
害
虫
防
除
、

動
力
ミ
ス
ト
機
導
入
は
か
る
。

③
畜
産
計
画
は
五
箇
年
間

に
、
役
肉
牛
二
千
四
百
九
十
五
頭

（
現
在
一
千
六
百
八
十
九
頭
）
、
乳

牛
二
百
十
四
頭
（
現
在
八
十
二
頭
）

①
農
地
計
画
は
土
畿
良
豚
一
千
百
四
＋
四
頭
（
現
在
八
百
九

潅
概
排
水
施
設
新
設
、
改
修
水
路
六
十
四
頭
）
に
増
殖
、
そ
の
外
飼
料
供

十
箇
所
一
万
五
千
三
百
十
八
米
、
溜
給
、
草
生
改
良
、
施
設
充
実
等
は
か
る

に
年
間
生
産
額
を
五
千
八
百
万
円
に
事
業
を
計
画
し
た
。
　
　
　
　
　
　
（
三
十
七
年
に
）
計
画
、
中
央
公
民
舘

引
至
げ
る
（
現
在
五
千
二
百
二
＋
①
道
路
橋
梁
は
市
道
誕
は
市
役
所
庁
全
建
纂
窺
塵
口
を
転

六
万
円
）
原
野
桑
園
施
設
を
は
か
る
改
良
三
十
五
線
三
万
一
千
七
十
米
用
、
地
区
舘
は
出
張
所
廃
止
後
こ
れ

⑤
林
業
計
画
は
森
称
生
産

物
の
増
産
、
五
箇
年
後
年
産
用
材
二

万
四
百
二
十
石
（
現
在
一
万
六
千
七

百
十
一
石
）
、
薪
五
万
四
千
二
百
九

十
二
束
（
同
五
万
二
百
三
束
）
、
木

炭
六
万
九
百
貫
、
二
十
二
万
八
千
三

百
七
十
五
試
竺
（
同
四
万
四
千
九
百

二
十
貫
、
十
六
万
八
千
四
百
五
十
キ
。

膠
）
に
増
産
、
粟
、
し
い
た
け
、
な

め
こ
、
ぜ
ん
ま
い
等
の
副
産
物
の
増

産
、
造
林
杉
六
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
松
五

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
か
ら
松
二
十
ヘ
ク
タ

ー
ル
、
計
六
百
二
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

林
道
網
整
備
二
十
三
線
一
万
四
千
二

百
三
十
米
、
特
用
樹
増
殖
栗
二
万
五

（
一
千
八
百
六
十
九
万
円
）
、
国
道

改
良
ほ
装
四
千
九
十
米
（
五
千
百
四

万
円
）
、
県
道
改
良
ほ
装
四
千
三
百

三
十
米
（
三
千
六
百
九
十
五
万
円
）

市
道
橋
架
整
備
十
八
（
七
百
六
十
一

万
円
）
縣
道
橋
架
新
設
改
良
、
下
条
橋

市
之
沢
橋
、
新
魚
野
田
川
橋
、
十
日

町
橋
（
二
億
二
千
九
百
三
十
二
万
円
）

一
般
事
業
（
災
害
土
木
、
市
道
整
備

橋
禦
整
備
ぐ
二
千
四
百
五
十
万
円
）

土
木
用
機
械
器
具
整
備
、
ブ
ル
ト
ー

ザ
、
小
型
三
輪
車
、
て
ん
圧
機
、
ミ
キ

サ
i
、
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
、
ト
ラ
ッ

ク
以
上
五
台
購
入
市
工
事
に
使
用
、

（
一
千
四
百
四
十
五
万
円
）

を
転
用
す
る
。

民
生
計
画

　
季
節
保
育
所
開
設
十
四
箇
所
（
春

秋
二
十
八
箇
所
）
、
保
育
所
設
置
（
六

十
人
収
容
三
十
七
年
）
、
母
子
寮
設

置
（
二
十
世
帯
収
容
、
三
十
八
年
）

公
常
住
宅
（
第
二
種
）
毎
年
二
十
戸

建
設
、
失
業
対
策
、
道
路
整
備
、
保

健
衛
生
事
業
毎
年
延
一
万
二
千
人
、

塞
費
、
五
箇
年
計
二
千
六
百
万
円
。

無
電
話
部
落
の
解
消
を
年
汝
は
か
る

庁
舎
建
築
計
画

三
十
七
年
、
三
十
八
年
に
建
築
（
七

千
万
円
）
新
斤
舎
建
築
後
、
現
庁
舎

千
本
、
桐
芳
七
千
五
百
本
、
市
有
②
都
市
計
画
街
路
整
備
本
は
中
央
公
民
舘
、
農
業
セ
ン
タ
ー
に

林
整
備
一
般
造
林
六
十
五
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
階
段
造
林
五
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
。

商
工
観
光
計
画

①
商
業
年
間
成
量
美
・
四

パ
ー
セ
ン
ト
を
見
込
み
、
経
営
の
合

理
化
、
施
設
改
善
、
商
店
街
造
成
促

進
、
経
営
の
共
同
機
能
化
の
た
め
の

共
同
組
合
組
織
の
強
化
促
進
を
は
か

る
。
商
工
業
育
成
資
金
融
資
保
証
枠

を
一
千
四
百
四
十
六
万
円
に
拡
大

（
現
在
六
百
四
十
六
万
円
）
、
商
工

会
議
所
は
六
百
万
円
で
新
築
は
か
る

②
工
業
一
嚢
は
繊
維
．
工
業
に

重
点
を
お
く
。
繊
維
工
業
の
生
産
目

標
、
昭
和
三
十
一
年
度
三
十
九
億
円

か
ら
三
十
八
年
度
四
十
八
億
円
に
延

ば
す
た
め
、
年
成
長
率
三
パ
ー
セ
ン

ト
を
と
り
、
次
の
よ
う
な
事
業
を
計

画
し
た
。
縣
繊
維
工
業
試
験
場
†
日

町
分
場
の
施
設
充
実
（
一
千
二
百
七

十
万
円
）
、
織
物
工
業
協
同
組
合
共

同
作
業
場
施
設
整
備
（
二
百
五
十
二

万
円
）
、
設
備
近
代
化
資
金
利
子
補

給
（
三
百
八
十
四
万
円
）
、
翰
出
、

国
内
販
路
の
拡
大
促
進
、
繊
維
会
舘

の
高
度
利
用
（
助
成
四
百
万
円
）
、

多
角
的
な
工
業
振
興
を
促
進
。

③
観
光
愛
宕
山
、
城
力
丘
地

区
の
市
民
運
動
公
園
化
、
ス
キ
ー
場

建
設
（
七
百
六
十
八
万
円
）
、
八
箇

峠
、
栃
窪
峠
の
観
光
開
発
（
百
四
十

万
円
）
、
大
池
の
観
光
開
発
（
四
十

万
円
）
、
地
下
資
源
開
発
調
査
（
八

百
二
十
万
円
）
。

建
設
計
画

　
建
設
計
画
は
市
道
整
備
、
都
市
計

画
、
土
木
用
機
械
器
具
整
備
、
地
籍

町
西
線
（
七
千
八
百
万
円
）
、
排
水

（
三
川
九
百
八
十
米
～
一
千
百
四
十

万
円
）
、
都
市
公
園
⊥
尚
山
、
愛
宕

山
公
園
整
備
七
百
九
十
万
円
。

③
区
画
整
理
事
業

高
山
、
原
沖
三
百
二
十
四
万
円
。

④
地
籍
調
査
三
千
五
百
ヘ

ク
タ
ー
ル
（
二
百
六
十
三
万
円
）
。

⑤
治
山
治
水
計
画

河
川
改
修
、
信
濃
川
外
一
川
、
国
営

延
長
三
千
七
百
二
十
五
米
（
二
億
五

千
七
百
七
十
八
万
円
）
、
縣
営
、
延

長
五
百
米
（
二
千
万
円
）
、
砂
防
工

事
縣
営
六
箇
所
。

教
育
計
画

地
域
の
実
情
を
考
慮
の
上
、
規
模
の

適
正
化
、
老
朽
校
舎
の
改
築
等
行
い

教
育
効
果
の
向
上
を
図
る
。

小
学
校
は
「
＋
日
町
、
新
座

大
井
田
酵
将
来
二
校
と
す
る
」
「
麻

畑
、
ニ
ッ
屋
」
「
吉
田
、
樽
沢
、
鐙

島
」
「
真
田
、
名
ヵ
山
」
を
統
合
、
各

分
校
は
で
き
る
だ
け
本
校
に
統
合
叉

は
高
学
年
生
徒
の
本
校
通
学
と
す
る

中
校
学
は
益
校
を
で
き
る
だ

け
早
く
本
校
に
統
合
す
る
。
以
上
の

う
ち
「
麻
畑
、
ニ
ッ
屋
統
合
」
は
三

十
四
年
に
「
十
日
町
、
新
座
統
合
」

は
三
十
五
年
、
三
十
六
年
に
行
う
。

又
下
条
中
特
別
教
塞
（
三
十
四
年
）

新
座
小
三
ッ
山
分
校
改
築
、
大
池
小

軽
沢
分
校
一
部
改
築
、
ニ
ッ
屋
小

塩
ノ
巫
分
校
改
築
（
三
十
七
年
）
、

飛
二
小
屋
体
改
築
、
飛
二
小
枯
木
叉

分
校
補
強
、
飛
一
小
池
谷
分
校
補
強

（
三
十
八
年
）
が
そ
れ
ぐ
計
画
さ
れ

て
い
る
。
プ
ー
ル
は
川
治
（
三
十
四

準
一
鼎
読
首
工
五
璽
…
、
区
画
④
養
蚕
計
画
は
五
整
後
調
査
に
蕃
｛
を
お
き
、
次
の
よ
う
な
年
）
、
・
累
（
三
＋
六
年
）
、
吉
田

転
用
す
る
。

消
防
整
備
計
画

単
独
起
債
が
可
能
の
場
合
に
は
三
十

六
年
に
、
起
債
不
可
能
の
場
合
は
市

庁
舎
と
同
時
に
建
築
（
八
百
．
万
円
）

な
お
消
防
ボ
ン
プ
自
動
車
、
小
型
動

力
ボ
ン
プ
、
消
防
用
水
摺
等
の
整
備

拡
充
を
は
か
る
。

保
険
衛
生
計
画

と
畜
場
を
浅
川
原
地
内
に
新
設
（
三

十
四
年
度
、
三
百
万
円
）
、
簡
易
水

道
新
設
（
笹
之
沢
、
北
原
、
三
十
四

年
度
、
為
水
、
三
十
五
年
度
）
、
諸
衛

生
施
設
整
備
、
し
尿
処
理
車
購
入
、

還
元
貯
溜
槽
新
設
、
散
水
車
購
入
、

焼
却
炉
増
設
、
公
衆
便
所
増
設
（
三

箇
所
）
、
火
葬
場
移
築
（
三
十
八
年

度
）
等
計
画
。

事
務
改
善

事
務
改
善
に
つ
い
て
は
、
行
政
診
断

の
後
逐
年
事
務
の
職
能
化
、
集
中
化

機
械
化
を
は
か
る
。

計
画
事
業
費

五
箇
年
に
市
予
算
に
表
わ
れ
る
も
の

は
次
の
と
お
り
。

一
、
投
資
的
経
費
　
　
（
単
位
千
円
）

1
、
農
林
計
画
　
　
三
〇
、
八
七
四

2
、
商
工
観
光
計
画
一
六
、
七
〇
二

3
、
道
路
計
画
　
　
六
二
、
〇
七
四

4
、
都
市
計
画
　
一
〇
〇
、
五
五
一

5
、
橋
梨
計
画
　
　
一
八
、
〇
一
五

6
、
教
育
計
画
　
二
一
、
〇
二
七

7
、
庁
舎
建
築
計
画
七
一
、
一
〇
〇

8
、
民
生
計
画
　
　
九
二
、
八
五
三

9
、
消
防
計
画
　
　
一
九
、
一
四
〇

　
△
口
　
計
　
　
　
　
五
一
一
二
、
一
二
一
二
⊥
ハ

ニ
、
準
投
資
的
経
費
（
市
費
の
み
）

1
、
農
林
関
係
　
　
一
四
、
七
八
五

2
、
商
工
関
係
　
　
一
九
、
三
〇
五

　
合
　
　
計
　
　
　
三
四
、
〇
九
〇
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あ
な
た
は
選
挙
人
名
簿
に

　
　
　
　
　
　
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
か

　
選
挙
人
名
簿
は
毎
年
九
月
十
五
日

現
在
で
、
選
挙
管
理
委
員
会
が
職
権

で
調
製
す
る
基
本
選
挙
人
名
簿
と
、

選
挙
の
あ
る
都
度
申
請
に
よ
り
調
製

さ
れ
る
補
充
選
挙
人
名
簿
と
が
あ
り

ま
す
。

　
今
年
は
私
達
に
も
っ
と
も
身
近
な

市
議
会
議
員
、
市
長
を
初
め
、
縣
議

知
事
、
参
議
院
議
員
の
選
挙
が
相
つ

い
で
行
わ
れ
ま
す
が
、
選
挙
を
す
る

権
利
は
あ
っ
て
も
、
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
な
い
と
実
際
に
議
員

や
市
畏
、
知
事
な
ど
を
選
ぶ
投
票
を

す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
に
大
切
な
権
利
の
行
使

が
出
来
な
く
な
ら
な
い
よ
う
、
有
権

者
一
人
々
友
が
平
累
か
ら
自
分
は
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
か
ど

う
か
、
確
か
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
三
月
二
十
二
日
は
市
議
会
議
員
の

選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
選
挙

の
た
め
調
製
さ
れ
る
補
充
選
挙
人
名

簿
の
登
録
申
請
の
期
間
は
三
月
十
三

日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
の
間
で
す

簿
に
脱
漏
し
て
い
る
方
は
こ
の
期
間

内
に
登
録
申
請
を
し
て
も
ら
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
今
か
ら
心

馨
縛
鎌
難
鵠
て
お
き
ま
し
ょ
免

急
施
市
議
会
を
招
集

　
　
　
　
　
　
国
保
事
業
関
係
條
例
を
制
定

　
一
月
八
日
午
後
一
時
よ
り
急
施
市

議
会
が
招
集
さ
れ
、
第
一
回
市
議
会

急
施
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
の
主
な
も
の
は
国
民
健
康
保
険

事
業
の
応
急
措
置
に
関
す
る
条
例
制

定
の
ほ
か
三
件
が
審
議
可
決
を
み
ま

し
た
。

　
こ
の
条
例
の
内
容
は
国
民
健
康
保

険
法
第
三
十
六
条
の
規
定
に
か
＼
わ

ら
す
、

①
歯
科
診
療
に
つ
い
て
病
気
以
外
の

入
歯

基
本
選
挙
人
名
簿
地
区
別
登
録
者
数

合下吉六川中十 地

日 区

計条田箇治条町 別

＿一　　　　＿一　一ゐ　＝ゴ

、　、　、　　　　、　’ズ　ーく 男

四三四四六六九
五八五一一〇七二
八四八五二四五
コ
ニ ー一一　　二三四
、　　　　、　　　　、　　　　　　　　　、　　　　、　　　　、

女

五五五四〇〇九
七一八三〇三九
四六九八一二八
　　　　　』　　
二

『　一

五二三　　　三五八
、　　　　、　　　　、　　　　　　　　　、　　　　、　　　　、

計

〇九〇八六七九
三〇四五〇〇二
二〇七三三六三

　
入
院
の
際
の
給
食
及
び
寝
具
の
設

　
備

　
の
療
養
給
付
は
当
分
の
間
行
わ
な

　
い
。

②
国
民
健
康
保
険
を
行
っ
て
い
る
他

　
の
区
域
か
ら
転
入
し
て
来
た
者
と

　
か
婚
姻
、
離
婚
、
養
子
縁
組
、
離

　
縁
、
海
外
引
揚
者
を
除
く
転
入
者

　
で
昭
和
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日

　
ま
で
の
間
病
気
を
持
っ
て
転
入
し

　
て
来
た
者
に
つ
い
て
は
国
保
の
資

　
格
を
得
て
も
六
カ
月
間
は
そ
の
疾

　
病
に
つ
い
て
は
僚
養
の
給
付
を
行

　
ム
ム
リ
ゼ
ワ
の
ム
マ

建
築
申
請
に

つ
い
て

　
災
害
に
よ
る
建
築
確
認
申
請
手
数

料
は
半
額
に
な
り
ま
し
た
。
反
行
政

庁
の
処
分
に
よ
り
移
転
す
る
建
築
物

の
確
認
申
請
手
数
料
も
同
様
半
額
に

な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

騨灘
麟
獲

わ
な
い
。

③
国
保
と
他
の
保
険
と
の
二
重
加
入
㎝

　
者
の
資
格
に
つ
い
て
は
、
従
来
の

　
二
重
加
入
者
は
昭
和
三
十
六
年
三
…

市
消
防
出
一
初
式

　
　
　
　
　
無
火
災
の
明
る
い
市
に

　
十
日
町
市
消
防
団
の
出
初
式
は
、

六
日
午
前
八
時
の
点
鐘
を
合
図
に
十

日
町
、
川
治
、
高
山
、
城
之
古
、
八

箇
の
各
分
団
全
員
三
九
六
名
が
参
加

市
役
所
前
に
集
合
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
先
す
服
装
検
査
、
消
火
栓
に
よ
る

試
験
放
水
訓
練
が
行
わ
れ
、
続
い
て

十
日
町
市
消
防
団
音
楽
隊
の
行
進
曲

に
合
せ
新
雪
の
市
街
を
力
強
く
分
列

行
進
し
、
式
場
十
日
町
小
学
校
に
向

っ
た
。

式
場
に
於
て
菅
村
団
長
は

こ
と
し
早
く
も
二
日
夜
中
条
字
田
巴
む

ケ
沢
農
家
の
コ
タ
ツ
の
不
始
末
に
”

よ
る
火
災
が
発
生
し
て
お
り
、
特
”

に
予
防
活
動
に
重
点
を
お
い
て
無
…

火
災
の
明
る
い
市
建
設
に
努
め
る
”

よ
う
団
員
と
共
に
そ
の
決
意
を
表
”
し
ゃ
っ
た
。
か
み
の
か
み
か
ら
る
、
ざ

明
、
市
民
各
位
の
協
力
を
う
な
が
”
し
ゃ
っ
た
。

し
た
。

月
三
十
一
日
ま
で
は
認
め
ら
れ
る

が
、
一
月
一
日
以
降
は
新
規
二
重

加
入
は
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

あ
と
三
ヵ
月
て
一
年
生

　
　
　
　
今
春
入
学
児
童
の
父
兄
へ

　
新
年
を
迎
え
る
と
す
6
由
心
い
出
さ

れ
る
の
は
年
齢
の
こ
と
で
、
す
が
、
今

春
小
学
校
に
入
学
さ
れ
る
子
ど
も
さ

ん
を
お
も
ち
の
方
は
、
こ
の
上
な
く

お
喜
び
の
こ
と
＼
思
い
ま
す
。

　
今
年
小
学
校
に
入
学
す
る
該
当
者

は
昭
和
二
十
七
年
四
月
二
日
か
ら
同

二
十
八
年
四
月
一
日
の
間
に
生
れ
た

子
ど
も
さ
ん
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
該
当
児
童
は
四
月
に
は

晴
れ
て
入
学
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ

け
で
す
が
、
今
年
か
ら
学
校
保
健
法

・

　
　
　
　
　
　
前
号
に
載
せ
た
「
青

　
　
一
翠
に
は
夢
が
課
？
」

為
ン
…

　
　
　
　
皿
は
、
ど
の
く
ら
い
読
ん

…
ぺ
…
で
貰
え
た
だ
ろ
う
か
・

・
の
…

．
教
㎜
係
（
教
委
纂
教
育

…
社
…
課
）
の
と
こ
ろ
へ
蔀

　
…
…
L
の
人
た
ち
か
ら
、
い
く

つ
か
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

次
号
あ
た
り
か
ら
、
各
層
の
入
た
ち

の
考
え
を
、
順
次
発
表
し
て
、
紙
上

話
し
あ
い
の
場
に
し
て
い
き
た
い
。

　
オ
レ
は
三
男
坊
だ
が

　
「
オ
レ
は
三
男
坊
だ
が
、
家
の
仕

事
（
農
業
）
以
外
に
、
何
ひ
と
つ
や

っ
た
こ
と
が
な
い
。
い
つ
か
は
家
を

離
れ
て
独
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

だ
ろ
う
が
、
こ
ん
な
こ
と
で
は
、
ど

う
し
て
い
い
か
分
ら
な
い
。

　
同
級
生
は
、
卒
業
す
る
と
い
っ
し

よ
に
、
東
京
へ
出
て
、
も
う
一
人
前

の
職
人
に
な
っ
て
い
る
。
で
も
、
オ

レ
は
こ
れ
か
ら
、
ど
う
な
る
ん
だ
ろ

う
か
。

　
一
人
前
の
青
年
に
な
っ
て
い
な
が

ら
、
こ
れ
か
ら
先
の
見
当
が
つ
か
な

い
ナ
ン
テ
、
嫌
だ
ナ
ァ
。

　
ダ
カ
ラ
、
毎
日
の
仕
事
に
張
り
あ

や
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な

い
か
。

　
農
村
へ
、
嫁
に
来
た
が
ら
な
い
と

か
、
い
わ
れ
て
い
る
。
長
男
だ
と
ウ

ッ
カ
リ
恋
愛
も
で
き
な
い
し
ー
。

　
則
布
が
フ
ク
ラ
ン
デ
い
な
け
れ
ば

誰
の
気
持
も
明
る
く
な
ら
ぬ
。

　
で
も
、
ご
の
辺
の
農
業
で
は
ネ
エ

長
男
は
恋
も
で
き
な

い
が
な
い
。
ツ
マ
ラ
ナ
イ
。
」

　
二
、
三
男
の
ほ
と
ん
ど
が
持
っ
て

い
る
悩
み
で
あ
る
。
「
わ
か
ら
な
い

ツ
マ
ラ
ナ
イ
」
が
、
二
、
三
男
を
と

り
ま
く
、
悩
み
の
共
通
点
に
な
っ
て

い
る
。

　
長
男
は
恋
が
で
き
ぬ

　
「
昔
な
が
ら
の
百
姓
の
や
り
方
じ

、
　
Ω
〆
・

㌧

　
オ
ヤ
ジ
の
骨
折
っ
て
い
る
の
を
見

て
い
る
と
、
気
の
毒
で
気
の
毒
で
仕

方
が
な
い
。
オ
ヤ
ジ
が
、
自
分
で
も

イ
ラ
イ
ラ
し
な
が
ら
、
や
っ
と
、
そ

れ
を
お
さ
え
て
い
る
気
持
は
、
よ
く

わ
か
る
ん
だ
。

　
そ
れ
で
も
な
あ
、
も
っ
と
毎
日
の

生
活
に
希
望
が
欲
し
い
な
あ
。

　
ご
れ
ら
が
長
男
の
声
で
あ
っ
た
。

「
ど
う
に
も
な
ら
ぬ
、
オ
モ
シ
ロ
ク

ナ
イ
」
と
い
う
結
論
に
尽
き
て
い
る

　
娘
が
タ
ツ
タ
三
人

　
「
“
い
ま
ど
き
の
娘
は
、
口
ば
か

り
達
者
に
な
っ
て
”
と
よ
く
云
わ
れ

ま
す
。

　
イ
イ
エ
㌧
わ
た
し
の
こ
と
じ
ゃ
な

い
ん
で
す
。
映
画
や
新
聞
や
、
雑
誌

に
出
て
く
る
人
た
ち
の
こ
と
を
云
っ

て
い
る
ら
し
い
ん
で
す
。

　
わ
た
し
な
ん
か
ハ
ネ
ッ
カ
エ
リ
の

真
似
さ
え
で
き
ま
せ
ん
。

　
私
は
、
農
家
の
跡
取
り
娘
な
ん
で

す
。
妹
は
二
人
と
も
、
町
の
機
屋
さ

ん
に
行
っ
て
い
ま
す
。
部
落
に
同
級

生
の
女
子
が
六
人
い
ま
し
た
け
れ
ど

も
、
み
ん
な
他
処
へ
出
て
い
て
残
っ

て
い
る
の
は
私
だ
け
で
す
。

　
部
落
に
い
る
娘
と
い
え
ば
、
三
っ

上
の
A
子
さ
ん
と
、
二
年
下
の
B
子

さ
ん
と
そ
れ
に
わ
た
し
の
三
人
き
り

で
す
。

　
A
子
さ
ん
も
ム
コ
と
り
娘
ー
。

嫌
で
す
ね
え
、
こ
の
言
葉
は
…
…
。

　
B
子
さ
ん
は
近
い
中
に
働
き
に
出

る
そ
う
で
す
。

　
上
州
で
は
「
カ
カ
ア
天
下
」
と
云

わ
れ
る
そ
う
で
す
が
、
カ
カ
ア
天
下

と
い
う
の
は
ど
ん
な
こ
と
な
ん
だ
ろ

う
と
、
ひ
と
り
で
考
え
て
み
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
た
ま
に
町
へ
出
る
と
気
持
が
明
る

く
な
る
よ
う
で
す
。
で
も
や
っ
ぱ
り

淋
し
い
で
す
ね
。
」

　
静
か
に
病
を
出
し
て
読
ん
で
み
る

と
、
言
葉
の
奥
に
ひ
そ
ん
で
い
る
こ

の
娘
さ
ん
の
気
持
が
ヒ
ッ
ソ
リ
と
身

に
し
み
て
く
る
。

▲
凸
■
》
蕃
ー
ー
1
ー

と
い
う
法
律
が
あ
ら
た
に
で
き
た
の

で
、
入
学
前
に
綿
密
な
健
康
診
断
を

行
う
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
は
後
で
説
明
し
ま
す
。

　
で
は
入
学
す
る
ま
で
に
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
、
ど
の
よ
う
な
順
序
で
行

わ
れ
る
か
次
に
あ
げ
て
み
ま
し
ょ

う
。

①
入
学
予
定
児
童

の
調
査
は
十
二
月

　
一
日
現
在
で
行
わ

れ
ま
し
た

　
そ
こ
で
十
二
月
二
日
以
降
に
転
入

さ
れ
た
方
は
、
戸
籍
係
に
異
動
届
を

す
る
と
同
時
に
、
教
育
委
員
会
に
忘

れ
す
に
届
出
て
下
さ
い
。
な
お
た
〉

い
ま
十
二
月
一
日
現
在
で
調
べ
た
入

学
予
定
者
名
簿
を
各
学
校
と
各
町
内

市
政
嘱
託
員
を
通
じ
て
、
誤
り
が
な

い
か
ど
う
か
確
認
し
て
い
た
捨
い
て

お
り
ま
す
。

②
健
康
診
断
通
知

が
届
き
ま
す

　
就
学
時
健
康
診
断
を
い
つ
、
ど
こ

で
や
る
か
な
ど
の
通
知
が
、
遅
く
と

も
一
月
二
十
日
頃
ま
で
に
父
兄
の
手

許
に
届
き
ま
す
か
ら
、
も
し
届
か
な

い
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
教
育
委
員

会
に
す
ぐ
申
し
出
て
下
さ
い
。

今月の納税

市町村民税
矛四期（終期）

納期限1月末日

③
健
康
診
断
が
行

わ
れ
ま
す

　
健
康
診
断
は
去
年
ま
で
は
「
入
学
ー

通
知
」
を
受
け
て
か
ら
行
わ
れ
ま
し
”

た
が
、
今
年
か
ら
新
し
い
法
律
が
で
”

き
、
一
月
末
ま
で
に
全
員
が
、
医
師
の
鵠

健
康
診
断
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
溜

せ
ん
の
で
、
通
知
さ
れ
た
日
に
必
す
見

受
診
し
て
下
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
”
占

　
ま
た
盲
ろ
う
児
で
、
特
殊
な
学
校
緊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ド

に
入
学
さ
せ
た
い
方
、
病
弱
、
発
育
糊

不
完
全
、
あ
る
い
は
精
神
的
な
面
で
”
｛

就
学
を
猶
予
ま
た
は
免
除
さ
せ
た
い
照

方
も
こ
の
健
康
診
断
を
受
け
て
か
ら
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
じ
ロ

決
め
ら
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
”

④
視
力
、
聴
力
、
色
　
㎜
碑

神
及
び
知
能
検
査

が
加
え
ら
れ
ま

し
た

ロい

㎜
ふ
る
さ
と
の
お
は
な
し

…
　
公
民
舗
の
佐
野
良
吉
先
生
に
お
ね

”
が
い
し
て
、
正
月
に
ち
な
ん
だ
、
ふ

”
る
さ
と
に
つ
た
わ
る
、
た
の
し
い
お

”
ま
な
し
を
ら
か
▽
う
こ
と
に
し
ま
し

”
た
。，

正
月
さ
ま
と

　
　
　
　
コ
　
ト
さ
ま

　
　
館
正
月
さ
ん
、
ど
っ
か
ら
ご
ざ
っ

冒

”
　
ベ
ニ
の
よ
う
な
ト
ト
（
魚
）
に
、

ロ

”
雪
の
よ
う
な
ゴ
ゼ
ン
（
御
飯
）
に
、

”
油
の
よ
う
な
酒
に
、
カ
キ
、
ク
リ
、

”
モ
チ
モ
チ
”

…
　
十
日
町
の

山
地
の
ほ
う
で
は
、
ご

”
ん
な
正
月
さ
ん
の
歌
を
唄
っ
て
、
正

”
月
を
ま
っ
て
い
ま
す
。

冒
正
月
さ
ん
は
、
た
く
さ
ん
の
お
年

ロ
　
　
　
ロ
の
ロ
ロ
ロ
ロ
　
コ
じ
の
　
の
　
ロ
ロ
じ
リ
ロ
ひ
り
　
の
　
り
じ
　
　
ロ
　
　
ロ

…
岬
が
っ
ζ

親でも

子
で
も
、
へ
の
こ
い
た
ほ
う

へ
む
き
や
が
れ
”

　
ベ
ロ
く
神
と
い
う
の
は
、
カ
マ

神
さ
ま
の
こ
と
で
す
。

　
カ
マ
神
さ
ま
は
、
た
い
へ
ん
．
貧
乏

な
う
え
に
、
女
の
子
ば
か
り
六
人
も

い
ま
し
た
の
で
、
ほ
か
の
神
さ
ま
達

が
お
＼
み
そ
か
に
年
越
し
を
し
た
の

に
、
カ
マ
神
さ
ま
だ
け
は
年
、
取
り
の

さ
ち
そ
う
が
で
き
す
、
年
を
越
す
乙

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
二
日
の
ダ
方
に
な
っ
て

や
っ
と
米
が
少
し
ば
か
り
手
に
入
っ

た
の
で
、
さ
っ
そ
く
ア
ワ
に
ま
ぜ
て

δ
ほ
ん
を
つ
く
り
、
よ
う
や
く
年
販

り
を
す
ま
せ
ま
し
た
。

　
正
月
三
日
に
は
、
慶
家
で
は
ニ
ギ

リ
め
し
を
六
つ
作
っ
て
、
ベ
ロ
三
本

　
　
　
贈
つ

珊
　
　
　
吉
田
小
五
年
柳
　
等
鼎

”
玉
を
も
っ
て
、
天
必
、
か
ら
下
り
て
き
　
（
矢
の
曲
っ
た
も
の
）
と
、
ま
っ
す

”
ま
し
た
。
途
中
で
、
十
二
月
八
日
の
ぐ
の
棒
三
本
を
ニ
ギ
リ
め
し
の
上
に

　
健
康
診
断
の
際
、
今
年
か
ら
あ
ら
…
コ
ト
の
ダ
ン
ゴ
を
食
べ
て
天
竺
へ
帰
立
て
・
カ
マ
神
さ
ま
の
お
祭
り
を
す

た
に
目
、
耳
、
色
盲
の
検
査
と
簡
単
…
ら
れ
る
コ
ト
さ
ま
に
ゆ
き
あ
い
ま
し
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
・

な
知
能
テ
ス
ト
が
加
え
ら
れ
ま
し
…
た
。
コ
ト
さ
ま
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
駒
形
さ
と
し
）

た
。
こ
の
う
ち
知
能
テ
ス
ト
は
精
神
…
「
正
月
さ
ん
、
正
月
さ
ん
。
今
か
ら

薄
電
を
発
見
す
る
た
め
の
も
の
至
里
へ
鳴
た
・
て
・
な
ん
の
書
そ
　
小
正
月
の
鬼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

あ
り
、
特
に
そ
の
成
績
の
よ
し
あ
し
”
う
も
な
い
ぜ
。
私
が
臼
の
下
の
チ
ヂ
　
　
中
里
村
の
市
之
越
と
い
う
部
落
に

を
み
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
…
ウ
（
く
す
米
）
ま
で
ダ
ン
ゴ
に
し
て
フ
ミ
と
い
う
娘
さ
ん
が
い
ま
し
た
。

こ
の
点
薯
え
操
の
蘇
考
に
饗
て
き
た
ん
だ
か
ら
」
　
あ
る
日
、
部
落
の
下
の
沢
で
鬼
に
さ

気
軽
に
お
受
け
下
ざ
い
。
　
　
　
　
…
　
と
い
う
と
正
月
さ
ま
は
　
　
　
　
ら
わ
れ
た
ま
＼
、
も
ど
っ
て
き
ま
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
「
ア
チ
コ
タ
ネ
ー
ゼ
（
、
心
配
す
る
こ
ん
。

⑤
入
学
通
知
が
届
　
…
と
は
な
い
）
私
が
い
け
ば
、
雪
の
よ
　
小
正
月
の
＋
四
日
の
ダ
方
の
髪

け
ら
れ
ま
す
　
　
　
…
う
な
マ
ン
マ
と
、
ベ
ニ
の
よ
う
な
ト
で
す
・
フ
ミ
の
家
へ
た
く
ま
し
い
体

　
健
康
診
断
が
終
り
、
病
弱
な
ど
に
…
ト
と
、
油
の
よ
う
な
酒
が
用
意
し
て
　
つ
き
の
若
者
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

よ
り
入
学
困
難
と
思
わ
れ
る
入
を
除
…
あ
る
は
す
だ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
「
お
ら
、
フ
ミ
の
ム
コ
だ
が
」
と
い

い
た
全
員
に
入
学
月
日
、
時
間
、
入
…
　
と
い
っ
て
、
コ
ト
さ
ま
と
別
れ
、
　
っ
て
、
米
一
升
、
ア
ワ
一
升
を
も
っ

学
す
る
学
校
を
記
入
し
た
入
学
通
知
…
高
い
山
の
木
か
ら
里
へ
お
り
て
き
ま
て
年
始
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

が
一
月
末
日
ま
で
に
届
け
ら
れ
ま
…
し
た
。
　
　
　
　
（
駒
形
さ
と
し
）
　
　
フ
ミ
の
家
で
は
若
者
に
δ
ち
そ
う

す
・
　
　
　
　
　
　
　
…
カ
マ
神
さ
ま
の
　
　
し
て
も
て
な
し
ま
し
た
．
夜
に
な
る

な
お
通
知
の
な
か
・
た
方
写
ぐ
…
　
年
と
り
と
若
者
は

教
志
暴
員
会
に
届
出
て
下
さ
い
。
　
”
　
館
ベ
ロ
く
神
は
、
尊
い
神
で
、
　
「
ク
ラ
の
中
で
ね
せ
て
く
れ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
保
育
所
入
所
幼
児
募
集

　
本
年
四
月
小
学
校
入
学
児
童
が
退
所
し

ま
す
の
で
左
記
保
育
所
の
入
所
申
請
を
受

付
け
ま
す
・
。

　
申
請
用
紙
は
福
祉
事
務
所
又
は
各
保
育

所
に
あ
り
ま
す
。

二
、

三
、

四
、

受
付
期
間
二
月
二
日
よ
り
十
日
ま
で

提
出
書
類
申
請
書
一
通

提
出
先
　
市
役
所
内
社
会
福
祉
事
務
所

保
育
所
の
所
在
地

十
日
町
幼
児
園
　
本
町
西
一
丁
目
（
定
員
二
才
以

上
の
幼
児
七
五
名
）

愛
宕
保
育
圃
　
川
原
町
（
定
員
二
歳
以
上
の
幼
児

一
七
〇
名
）

北
越
保
育
園
　
本
町
六
丁
目
（
定
員
二
歳
未
満
幼

児
一
〇
名
、
二
歳
以
上
幼
児
五
〇
名
）

　
と
い
＼
ま
す
の
で
、
ク
ラ
ヘ
案
内
し

ま
し
た
。

　
　
家
の
衆
が
、
夜
ふ
け
に
な
っ
て
ク

　
ラ
の
戸
を
し
め
に
い
っ
た
と
こ
ろ
が

臼
な
か
か
ら
も
の
す
ご
い
イ
ビ
キ
が
き

－
こ
え
て
き
ま
す
。

　
　
た
ま
げ
て
、
な
か
を
の
ぞ
い
て
み

。
，
た
ら
、
若
者
が
恐
し
い
鬼
の
す
が
た

響
に
な
っ
て
ね
て
い
ま
し
た
。

　
　
家
の
衆
が
大
声
を
あ
げ
る
と
、
鬼

●
・
も
目
を
さ
ま
し
て
、
食
い
つ
か
ん
ば

・
か
り
の
い
き
お
い
で
そ
と
へ
飛
出
し

“
て
ゆ
き
ま
し
た
。

　
　
そ
れ
か
ら
は
、
フ
ミ
の
家
や
部
落

凹
の
家
六
で
は
、
小
正
月
に
な
る
と
、

，
戸
口
に
「
十
二
月
吉
日
」
と
書
い
た

　
札
を
は
り
つ
け
、
ま
だ
正
月
が
き
ま

　
せ
ん
よ
と
、
鬼
除
け
の
マ
ジ
ナ
イ
を

　
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
ま
た
玄
関
に
豆
通
し
の
カ
ゴ
を
ぶ

　
ら
さ
げ
て
お
く
家
も
あ
り
ま
す
。
こ

　
れ
は
、
小
正
月
に
や
っ
て
き
た
鬼
が

　
カ
ゴ
の
た
く
さ
ん
の
目
を
数
え
て
い

　
る
う
ち
に
夜
が
朋
け
て
し
ま
う
の
で

　
逃
げ
て
し
ま
う
か
ら
だ
と
い
わ
れ
て

　
い
ま
す
。
　
　
　
（
駒
形
さ
と
し
）

　
　
十
鯛
剛
さ
ま

　
　
た
い
て
い
の
と
こ
ろ
が
、
正
月
に

　
は
玄
関
に
門
松
を
か
ざ
り
ま
す
。
と

こ
ろ
が
、
市
内
の
赤
倉
で
ば
松
で
な

く
て
、
杉
の
枝
を
門
松
に
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
は
こ
ん
な
い
わ
れ
が
あ

る
の
で
．
す
。

　
山
の
神
さ
ま
が
あ
る
と
き
椿
の
葉

に
滑
っ
て
こ
ろ
ん
だ
拍
子
に
、
松
の

葉
で
目
を
つ
っ
つ
い
た
の
で
、
赤
倉

の
部
落
の

な
か
に
は
松
と
椿
を
植
え

な
い
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ヒ
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
山
の
神
さ
ま
を
祭
っ
て
い
る

の
が
十
二
社
で
す
。
十
二
社
は
十
二

さ
ま
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
二
月
十
二
日
の
十
二
講
は
こ
の
山

の
神
さ
ま
の
お
祭
り
で
す
。

　
山
の
神
は
女
の
神
さ
ま
な
の
で
．
、

十
二
講
は
男
の
人
だ
け
で
行
い
、
そ

の
日
は
女
の
人
は
そ
と
へ
出
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
杉
の
枝
を
け
す
っ
て
弓
を
作
り
、

墨
で
七
、
五
、
三
の
す
じ
を
入
れ
、

ヨ
シ
の
矢
と
、
三
本
足
の
鳥
の
絵
を

か
い
た
マ
ト
に
、
カ
ラ
粉
の
ダ
ン
ゴ

を
そ
え
て
十
二
さ
ま
の
社
に
供
え
ま

す
。
最
初
に
鳥
の
マ
ト
に
矢
を
射
て

か
ら

　
“
の
っ
く
れ
山
く
れ
、
烏
の
一
ま
な

ご
ヘ
ス
ッ
ト
ン
ト
ー
ン
”

　
と
と
な
え
な
が
四
方
へ
矢
を
．
射
て

　
　
　
　
　
　
　
悪
魔
を
は
ら
い

ま
す
。

＋
二
講
の
日

は
山
の
神
に
遠

慮
し
て
猟
師
も

山
へ
入
ら
な
い

こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

【
写
真
は
十
二

講
の
弓
】
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